
経済論叢別冊

第 33号

2006年10月

日本の対マレーシアクリーン開発メカニズムの 植田和弘
藤川清史

経済効果分析(1 )・
羅 星仁
林 宰 司

わが国最初の欧文経済学術雑誌

The Kyoto University Economic Review 

ISSN 0917-5393 

一一創刊と世界への発信一一………………………棲田忠衛 19 

アメリカ合衆国カリフォルニア州における

水資源開発事業の成立と展開

一一一セントラルノてレー・

プロジェクトを中心に一一……………………名和洋人 36 

酸性雨プログラムの削減行動パターン分析

一一排出権取引制度の影響一一・....................・・・金 星姫 55 

京都大学経済 学 会



「経済論叢JI調査と研究」執筆要領(抄)

1998年6月

京都大学経済学会編集委員会

1.本学会の正会員は投稿することができる。執筆者が 2名以上の場合は，少なくとも

1名は正会員でなければならない。

2. 本学会評議員以外の正会員の投稿原稿については，編集委員会にて審査を行い掲載

の採否を決定するが，必要に応じて執筆者にリライトを求めることがある。

3. 掲載された論文等の著作権は原則として本学会に帰属するものとする。他の出版物

にその一部，または全てを転載する場合には，著者はその旨を本学会に連絡し，既に

本誌に掲載されたことを明示すること。

4.投稿者は投稿原稿を提出する際，学会事務局に備えである「論文提出明細書」を記

入して添付すること。

5.投稿者は原則として本執筆要領にもとづいて投稿すること。

6. 原稿は横書きとし，完全原稿であること。手書き原稿の場合は学会所定の原稿用紙

を用い，ワープロ原稿の場合はフロッピィとプリントアウトした原稿を 3部提出する

こと。ワープロ原稿はテキストファイルとし，利用したOS，ソフト名を明記するこ

と。

7.投稿原稿にはタイトルと氏名，英文タイトルを記入した表紙を付けること。

8. 原稿の制限枚数は下記のようにする。

「経済論叢」 論文:200字詰原稿用紙85枚以内，ワープロ原稿17，000字以内。

研究ノート:200字詰原稿用紙60枚以内，ワープロ原稿12，000字以

内。

書評:200字詰原稿用紙40枚以内，ワープロ原稿8，000字以内。

図版および表は 1枚400字(原稿用紙 2枚)に換算する。

「調査と研究」は論文，研究ノート，調査，サーベイ等全てを200字詰原稿用紙170

枚以内，ワープロ原稿34，000字以内とする。図版および表は 1枚400字(原稿用紙

2枚)に換算する。

9.論文の執筆には原則として現代かなづかい，常用漢字を用いること。



執筆者紹介 (掲載順)

植田和弘 京都大学大学院経済学研究科教授

藤 川清史 甲南大学経済学部教授

系住 星仁 広島修道大学人間環境学部助教授

手本 宰司 高崎経済大学経済学部助教授

棲田忠衛 京都大学大学院経済学研究科講師

名和洋人 京都大学大学院経済学研究科学生

豆〈乙、~ 星姫 京都大学研修員

調査と研究第33号

平成18年10月 1日印刷

平成18年10月10日発行

京都市左京区吉田本町

京都大学経済学会

印刷所 (槻冨山房インターナショナル



THE RESEARCH AND STUDY 

(Special Issue of the Economic Review) 

No. 33 October 2006 

CONTENTS 

· · 
1 

Kazuhiro UETA 
An Economic ~nalysis on Japan ( ) Kiyoshi FUJIKAWA 

-Malaysia CDM- ............................................ . 
Sungin NA 

Tadashi HAYASHI 

The First English Scholarly Journal 
in Japan, The Kyoto University Economic Review ....... Tadae SAKURADA 

The Development of Water Resources 
in the State of California: 
A Case Study of the Central Valley Project ................... Hirohito NA WA 

Analysis of U.S. Electric Utilities S02 Abatement Behavior: 
The Effect of Emission Trading ....................... : ............... Seonghee KIM 

~rut o3522-1o 

Published 

by 

KYOTO DAIGAKU KEIZAIGAKU-KAI 
(KYOTO UNIVERSITY ECONOMIC SOCIETY) 

J£{jffi 1 ,5oofi] 1 +1<$:1iffif% 1 ,429fiJ I 


